
２０１７年度事業報告について 
 
＜概況報告＞ 
 
２０１７年度 法人目標 

 １．事業推進 

  ・予実管理及び新規利用者の確保 

  ・人材確保 

 ２．サービスの質の向上 

  ・こやまケアの推進 

  ・新品質マニュアルの運用 

 ３．自律型職員の育成 

  ・課題を分析し改善提案のできる職員の育成 

 
１．事業推進 

・予実管理の徹底 

福祉事業売上   ９５３，９１２千円計画  ９７６，１５２千円  計画比 102.3％ 
公益事業売上    ５１，０８８千円計画   ６３，９０５千円   計画比 125.1％ 

・新規利用者の確保（4月～3月）   本年     前年 
入居申込者数（ＧＨ含む）   １００名   １４３名 （３月末） 

短期事業新規利用者数      ４４名    ６１名 （２０１７年度） 

通所事業新規利用者数         ３２名    ５９名 （２０１７年度） 

小規模事業新規利用者数     ２８名    １４名 （２０１７年度） 

居宅事業新規利用者数      ５８名    ８２名 （２０１７年度） 

福祉用具新規利用者数      ４５名    ９４名 （２０１７年度） 

自立支援新規利用者数       ０名     ６名 （２０１７年度） 

 

 
 

 
 



 
 

 



 
 
２．サービスの質の向上 

・こやまケア推進    

 活動として、リスク管理が出来る職員を育成し重大事故を予防するを重点としました。 

 事故報告書を変更し、検証、改善をわかりやすくし事故件数の減少となりました。 

また、感染予防を徹底した結果インフルエンザの蔓延を抑えることが出来ました。 

  

・新品質マニュアルの運用  

  内部監査員数 ３０名 
     研修  ５月１２日     内部監査員研修（上級） １名 

５月１３日、３１日 内部監査員研修（初級） ５名 
８月６日      内部監査員ＯＪＴ研修  ３名 

 

３．人材育成 

・職員の定着率の向上 



    職員数            ２０６名（２０１８年３月３１日） 

入職者数            ４９名    

退職者数            ４０名    

 

 ・資格取得と研修参加の充実 

    介護支援専門員    受験者数 １９名   合格者  ３名 

    介護福祉士      受験者数 １３名   合格者  ５名 
 

２０１７年度法人内研修・事業所内研修実績 

法人 
実施月 研修内容 

4 月 新人職員研修 
7 月 日翔会新人フォローアップ研修 
7 月 管理者研修 
9 月 こやまケア介護技術コンテスト 
8 月、2月 一般採用者研修 
10 月 スキルアップ研修 

 

特別養護老人ホームあいご 
月 研修内容 月 研修内容 

4 月 法令遵守・接遇、記録 10 月 感染症予防（想定訓練） 

5 月 食事について 

リスクマネジメント（想定訓練） 

11 月 身体拘束・虐待について 

認知症について 

6 月 食中毒について、緊急時想定訓練 12 月 防災訓練 

7 月 防災訓練、ISO についての勉強会 1 月 リスクマネジメント 

8 月 移乗介助について 2 月 苦情について（想定訓練） 

9 月 排泄介助について 3 月 離荘について（想定訓練） 

 

デイサービスかじか荘 
月 研修内容 月 研修内容 

4 月 介護保険制度について 10 月 感染予防 

5 月 リスクマネジメントについて 11 月 交通安全について 

6 月 食中毒について・消防訓練 12 月 苦情について・消防訓練 

7 月 非常災害時の対応（離荘・災害） 1 月 法令遵守、個人情報保護法 

8 月 救急救命講習 2 月 身体拘束・虐待防止 

9 月 認知症について 3 月 介護技術 

 

グループホームにいざとさくらの丘・小規模多機能ホームにいざとさくらの丘 
月 研修内容 月 研修内容 

4 月 救命救急救急法 10 月 リスクマネジメント 

5 月 接遇・不審者対策について 11 月 感染症及び蔓延防止 

6 月 法令遵守 12 月 身体拘束・虐待防止 

7 月 離設時の対応 1月 介護技術 

8 月 認知症について 2月 個人情報保護 

9 月 苦情対応について 3月 緊急時の対応について 

 

小規模多機能ホーム菜の花 
月 研修内容 月 研修内容 

4 月 こやまケアについて 10 月 感染症予防（感染想定訓練） 

5 月 リスクマネジメント 11 月 身体拘束・虐待防止について 

交通安全講習 

6 月 食中毒・熱中症対策 

避難想定訓練 

12 月 離設対応（事故想定訓練） 

避難想定訓練 

7 月 認知症について 

非常災害想定訓練（水害） 

1 月 苦情対応 （接遇・電話対応） 

（苦情想定訓練） 

8 月 法令遵守・個人情報・介護保険 

救命救急講習 

2 月 介護技術研修 

 

9 月 緊急時の対応（事故想定訓練） 3月 介護技術研修（口腔ケア） 

特別養護老人ホームゆずり葉・アルクゆずり葉 
月 研修内容 月 研修内容 

4 月 レクリエーション・カルチャー勉強会 

こやまケアについて 

10 月 感染症について（インフルエンザ・ノロウ

イルス・吐物処理の手順） 

5 月 苦情対応、リスクマネジメント 11 月 法令遵守・個人情報保護法・プライバシー



不審者対策 保護・秘密保持について 

6 月 感染症及び食中毒及びまん延防止について 12 月 身体拘束廃止・高齢者の人権擁護・虐待防

止について 

交通安全講習 

7 月 防災対策（水害等）について 1 月 記録について 

8 月 緊急時対応について 2 月 心と体の健康・メンタルヘルス 

こやまケア（接遇・マナー） 

9 月 食事介助、口腔ケアについて 3 月 離設対応について 

 
福祉用具貸与販売事業所あいご 

月 研修内容 月 研修内容 

4 月 法令遵守・コンプライアンス 10 月 感染予防-1- 
5 月 リスクマネジメント 11 月 感染予防-2-製品知識 

6 月 個人情報取り扱い 12 月 褥瘡勉強会-1- 
7 月 おむつ勉強会  1 月 褥瘡勉強会-1-実技 

8 月 身体拘束 2 月 シーティング勉強会 

9 月 新製品説明勉強会 3 月 ポジショニング勉強会 

 

 

２０１７年度こやまケア運営委員会活動報告 

 

基本方針 
 Ⅰ、ケアの質向上とリスク管理の徹底 Ⅱ、社会化の推進 Ⅲ、次世代の育成 
活動内容 
Ⅰ、ケアの質向上とリスク管理の徹底 
 １．リスク管理が出来る職員を育成し、重大事故を予防する。 
  感染症予防、誤嚥、誤飲予防を行う。 
  インシデント、アクシデントの書式が変更になり、10 月から検証、改善の部分はシェ

ル 
モデルを用いて検証を行った。分析項目をわかりやすく提示した事により、記入も容

易となっている。 
  感染症予防に関しても、看護委員会を中心に吐物処理手順等の見直しなどを行った。 
  今年度は、各事業所感染予防を徹底した結果、感染が蔓延する事はなかった。 
２．お客様には安全でおいしい食事を提供する 

口腔ケアの DVD 作成をしたが、すぐに配布が出来なかった。内容の修正に時間を要す

る為、年度内に配布して各事業所で活用してもらう。 
  食事でどの事業所も、誤嚥などの大きな事故に繋がる事例はなく、安全に食事を提 
  供することが出来た。  
３．こやまケア月間活動の取り組み 

  毎月各事業所で月間の活動の取り組みを行った。昨年に比べて、各事業所で実施した内

容をブログにあげてもらい、毎月の月間活動が浸透してきていると感じた。 
 ４．施設間評価 
  ISO 内部監査と施設間評価の融合として、一緒に行った。 
  マニュアルが改訂に伴い、開始が遅くなったが、計画通りの進捗となった。来年度は評

価表など新たなものになる為、運営委員が中心となり勉強会を行い評価していく。 
 ５．お客様アンケート 

平成 29 年度はアンケート回収率 70％を目標とした。結果は医療法人はアンケート配布

数：625 枚、回収数：454 枚、回収率 73％ 
  社会福祉法人は配布数：460 枚、回収数：362 枚、回収率 79％で目標は達成した。 
  アンケートの内容については、接遇面で評価は高く、95％～98％方が好印象を持って 
  下さっており、昨年度より 10～30％評価が上がっている。 
  ご本人・ご家族にとって、話を良く聞いてくれ要望に対応してくれる、体調の説明を 
  細かくしてくれるという回答が 10～20％増えており、「柔軟に対応してくれる」という

項目では、「悪い・わからない」が 5％以下に減っていることは、ご家族の面会時等に

話しをしていこうという昨年度の反省が活かされ、成果が出たと考えられる。 
   今年度、課題になる設問として、「苦情の受付窓口、ケアプランの説明について」「分

からない」「説明されていない」と回答された方が昨年度と比べ 5～10％増えている。 



  昨年度対策を検討したにも関わらず増えており、説明の仕方について検討が必要。 
  同様に「施設は訪ねて行きやすいか」「サービスに満足しているか」についても、「わか 
  らない・不満」と回答された方が 3～6％増えており、一部の方にとって、訪ねる機会

が 
  ないのでわからないと感じておられるのではないか。 
  行事へのお誘いや、お手紙での働きかけで来て頂く機会を設けるなどの工夫が今後、 
  必要である。平成 29 年度お客様アンケートの改善策の進捗については、各事業所にて

会議等での確認を行っていく。 
 ６．スマイルレポート 
  今年度初めての試みで、スマイルレポートを 12 月 1～12 月 31 日の１ヵ月間実施しま

し 
  た。目的として、お客様の情報共有をおこなう。良いケアに繋げていく。 
  定義は、お客様が喜んで笑顔になってくれた事。お客様に言われて嬉しかった事。 
  実施後の意見として、お客様の情報共有ができてよかった。モチベーションが上がった。 
  こんな褒められるレポートがあっても良いと思う。お客様からの感謝の言葉を紙に書い 
  て見える形で表示することで、「改めて嬉しく思った」などの意見があった。 
  改善が必要な点は、最初何を書いていいか分からなかった。継続して記入できるかが課

題。誰かが貼りだしをしないと書かない現状があり、呼びかけも不足していた等の課題

もあげられた。次年度、スマイルレポートは活動に入れて行っていく。改善等が必要な

点に関しては、こやまケア運営委員会の中で話し合い検討し、お客様のたくさんの笑顔

を引き出せるようにしていきたい。     
Ⅱ、社会化の推進 

 ７．チームケア学会 

  作成委員会を立ち上げ、スケジュールを立て、事例選出から発表・修正確認が行えた。 

  全国研究発表会に向かうことが出来た。 

  10 月 12 日西エリア事例研究発表会、11 月 17 日日翔会事例研究発表練習 

  11 月 23、24 全国事例研究発表会に 4事例の発表を行った。 

 ８．法人環境整備 2回/年 6 月 14 日、11 月 8 日実施した。 

 ９．こやまケア介護技術コンテストは 9月 10 日に開催した。 

  今年度は、事例を「食事介助」に設定し、エリアごとに介護福祉士の参加があった。 

チェック表を用いて、審査員が採点し、優秀者を決めています。 

  介護技術コンテストに向かう姿勢も、年々各事業所で参加者に対して練習を重ねて 

  いるのがよく分かる内容であった。 

  川柳・俳句コンテストは 11 月 18、19 日いきいき日野ふれあい祭りに出展を行った。 

  2 日間で地域の方に投票をしてもらい、地域の方々も「毎年楽しみにしているんで    

 すよ」「なかなか考えて書いてあってよくわかる」など賞賛の声を頂いた。地域にも浸

透しているので、次年度も色々な工夫をして出展していきます。 

Ⅲ、次世代の育成 

 １０．研修 

  新人研修 4 月 3 日～6日 新人フォローアップ研修 7 月 

  採用者研修 8 月 23 日、2 月 21 日 吐物処理方法の勉強会（看護委員会主催）6 月 5

日 

  とろみ剤勉強会（栄養員会）6月 20 日（株）フードケアの外部講師を招いて開催。 

  介護技術研修 10 月 29 日 「移乗・移動について」16名参加。 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年度採用活動報告 

 

１．事業推進 



 ・人材確保 

  新規学卒者１４名の確保（大卒 4名 短大卒 4名 高卒 6名） 

〇福祉系学部、学科の学生の獲得 

・3年目、5 年目とキャリアアップした先輩の様子を広報として学校訪問の資料とした。学

校からの問い合わせがあり応募につながった。 

〇インターンシップの実施 

・31 名受け入れ（大学 8名 短大 3名 専門 6名 高校 13名） 

・アルクつつじ、小規模多機能ホーム華つばき、おしどり荘、ゆずり葉で実施しマンツーマ

ンで指導者を付ける。指導者向けのマニュアル作成をした。好評で応募につながった。 

〇会社説明会の実施 

・日本海新聞社主催のマイナビでの説明会（3月 2回、4月 1回、5月 1回 ４回実施） 

・企業説明会（就職フェア 30回出展 抽選漏れ 4回  

学内説明会 14校へ参加  単独説明会 14 回実施） 

〇就職サイト、採用ホームページの頻繁な更新（お知らせとブログ） 

〇学校訪問 49 校訪問（先輩インタビューをもって訪問） 

〇リクルーター育成 小烏貴裕 

〇見学、インターンシップ、行事参加を必須とし選考試験を行いミスマッチを軽減する方法

を行った 

・選考試験は、作文と面接。面接はエリア長が実施。高卒選考は上野次長が面接実施。 

〇内定者フォロー 

・広報誌、季節の挨拶状、・内定式(11/3)・入職説明会(2/12)保護者が多かった 

卒業式の祝電等の送付 

○新見短大学生交流会の実施 

・2月に 1回実施。施設見学し介護ロボットについて説明、先輩の話を聴く時間を持った 

1 年生 3 名、2年生 3 名、教諭 2名参加 

新卒は、前年に比べて学校訪問の件数を減らし就職サイトの活用と、インターンシップに繋

げて応募ができる仕組みを作ったことが 14名の獲得になった。 

一般学生の流れは、各企業がすでにインターンシップに参加した学生を囲い込み、3月のサ

イトオープンと同時に選考を行っている。管理栄養士と社会福祉士の多くの学生は 3月から

活動し夏までには選考を終わらせていた。介護福祉科の学生は実習施設での就労を考える人

が多い。リハビリ系は、3月国家試験受験後、自己採点後就職活動をしている。 

説明会でのブースでは、若手職員が説明し若い学生とで活気あふれる企業が多い中、学生に

よっては、若者と年配担当者がいる方が安心するとの学生の声もあった。 

一般職員については、説明会実施記事をチラシにして、ハローワークへ持参し求職者に渡し

てもらった。また転職体験談というチラシを作成しハローワークへ持参した。転職体験談は

ハローワーク担当者から、仕事の紹介がしやすいと評価がもらえたが、実際につながってい

ない。 

 
 
 
理事会開催 
2017 年 5 月 24 日 
2017 年 6 月 16 日 
2018 年 3 月 12 日 
 
評議員会開催 
2017 年 6 月 16 日 
2018 年 3 月 22 日 
 
 
 
 
事業所事業報告 
 

１．特別養護老人ホーム あいご  



１．事業推進  

人材確保について「働きやすい職場を作ることで離職率を下げる」を目標とし、職員が有

給取得できるよう調整を行った。上半期は計画的に有給の取得を行えたが、下半期では職

員の体調不良等により計画的に取得することができなかった。結果として、昨年度は入職

者５名に対し退職者７名だったが、今年度は入職者８名に対し退職者６名だった。 

備品の見直しをし、排泄物品等を改善し、経費削減を行った。 

前期は入院者数が多かったが、後期には少しずつ減らすことができた。 

昨年度多かった尿路感染症に関しては排泄介助・陰部洗浄の手順を見直し、使用物品の変

更を行い取り組んだ結果、尿路感染症の発生件数はゼロだった。 

昨年度の反省を活かし、インフルエンザの予防対策を職員一丸となり実施した結果インフ

ルエンザ発生もお客様、職員共にゼロであった。 

定期の営業に加え、空き情報を提供することで年間 20 名の新規ショート利用者が 28 名の

確保となった。 

２．サービスの質の向上 

できる限り最期まで施設で生活をしたいというご家族の想いが以前から出ていた。その為、

施設で何ができるのか、どのように取り組んだらよいかと今年度の看介護ケアの目標を最

期までお客様のケアを行える体制作りをすると掲げた。 

看護師は医師へお客様の情報を適切に伝えご家族の意向を尊重し病院との連携を図った。 

介護士はお客様の日常生活の援助・支援を行い個別に寄り添うケアに努めた。ご家族の面

会時にはお客様の体調面や精神面等を細かく伝え、ご家族の不安感等を取り除くことが少

しずつできるようになった。 

今後の課題として死ということ、尊厳についての勉強会を実施し、全職員が最期の時まで

ケアを実施するという覚悟が持てるようにしていきたい。 

リスク管理については昨年度の課題にあった、誤嚥・窒息を予防していくために食事に関

するリククマネジメントの勉強会を実施し、職員全員で予防に努めた結果、今年度は誤

嚥・窒息に関する事故の発生はなかった。 

３．自律型職員の育成 

今年度の目標として職員が主となり行事を企画し実施した。また、会議での発言が増える

よう主任・リーダーで声掛けを行い取り組んだ。今年度は新たに２名リーダーに昇格した。

しかし、リーダーに昇格した後の育成が不十分だったため、今後はリーダーになった後も

育成をしていきたい。 

 
 

２．ケアプランセンター日翔会 

１．事業推進 

 ・人材確保  

 【目標】5 人体制の維持 

人材の確保までは至らなかったが、困った時は、ミーティング等を通して、対応方法を

職員全員で検討していき、職員の精神的な負担を軽減することが出来た。 

また、業務改善案についても、相談しながら、事務所内の物品の配置や環境を見直し、

「ケアマネジャースケジュール管理表」の作成により、各職員の動きを把握するなど、

随時、業務改善を実施した。 

職員の担当件数も増え、仕事量、負担は増えてはいたが、職員同士で助け合いながら、

離職者を出すことなく、5人体制を維持することが出来た。 

平成 30 年度は人事異動もあり、4人体制からのスタートとなる。職員の仕事量も更に増

えていくことが予想されるが、スケジュールの管理と、業務改善を行いながら、より一

層、効率よく働きやすい職場づくりが求められる。 

・予実管理及び新規利用者の確保 



【目標】新規利用者を確保し、予算目標を達成する。 

地域ケア会議、見える事例検討会等、積極的に包括や病院、事業所が集まる場に参加した

り、普段の業務においても、随時、報告、連絡、相談をしながら、居宅介護支援事業所と

しての、信頼関係は維持することが出来た。新規利用者も随時、相談があり、受け入れを

実施したことで、予算目標を達成することが出来た。 

２．サービスの質の向上 

 ・こやまケア推進 

 【目標】専門職としてのスキルアップ 

平成 29 年度は主任介護支援専門員を 1名取得し、主任介護支援専門員が 2名となった。

職員のスキルアップとして、困った時は事例検討を行い、対応方法等を主任ケアマネ中心

に助言を行い、介護支援専門員の育成に繋げた。 

 介護保険制度やその他の社会資源等、新たな、情報が入った時はスキルアップミーティン

グや朝のミーティング等で情報を共有し、知識を増やしていった。 

また、介護支援専門員連絡会主催の外部の研修にも参加する等、自ら、スキルアップの向

上を図る職員もみられた。 

 平成 30年度は介護保険制度の法改正もあり、居宅介護支援事業所として、新たに取り組

まなくてはならないことなど、必要なことが出てきている。今後も、制度の理解を深めて

いき、職員 1人 1 人の知識及びスキルアップの向上を図っていく必要がある。 

・新品質マニュアルの運用 

 【目標】新品質マニュアルの理解と確実な運用 

新品質マニュアルの運用、理解については、ISO 事務局の職員も在籍していた為、随時、

確認しながら、周知出来、確実な運用が実施出来ている。 

３．自律型職員の育成 

 ・課題を分析し、改善提案できる職員の育成 

 【目標】課題を分析し、改善提案できる職員の育成 

 業務において改善したほうがよいことについては、職員で話し合い、業務改善につな 

げることが出来、また、困ったケース等については、主任介護支援専門員を中心に対応 

策を助言することが出来た。 

 平成 30年度は 4人体制になることから、各職員の仕事量の負担が増えていく。 

それぞれの役割、担当を振り分け、職員の仕事量の負担をフォローしあいながら、秩序を

守って、適切な業務運営が行えるようにしていく必要がある。 

 

 
 

３．デイサービス かじか荘 

１．事業推進 

・人材確保 

目標：働きやすい職場作りと職員確保 

・ミーティングでの意見交換を行いながら、年２回の面談や、体調の悪い時の声かけなど

を行いながら職員の働きやすい職場作りを目指したが厨房にて調理師１名、管理栄養士１

名の退職があった。 

・知人や以前勤めていた職員に声かけを行い、介護職２名のパート職員の入職、常勤１名

の入職につなげられた。職業安定所を通じても２名の調理職員の入職があった。 

・有休取得も誕生日休暇や年５回以上の有給休暇が ３名取得することが出来た。 

・職員親睦会も年３回行うことが出来た。 

・予実管理及び新規利用者の確保 

目標：新規利用者、月１名以上の確保 



・目標件数は事業所会議にてスタッフ全員で把握し、月２回の行事に集客できるよう担当

者を中心に声かけを行った。25 名参加の日も 8回あり、24名の日も多くなった。職員の

声かけの意識もできるようになった。 

・日野病院居宅とケアプランセンターからの体験利用の声かけや空き情報からの急な相談

に答えることにより新規利用者は年間３０名あり月平均２．５名で新規利用者確保するこ

とが出来た。 

・夏時間（4月～10 月・3月）に７～９時間、冬時間（11 月から 2月）に５～７時間を行

い、夏時間に売り上げを伸ばし。冬場もお客様のインフルエンザや、雪の為のお休みも少

なく抑えることができ予算を達成することができた。 

２．サービスの質の向上 

・こやまケア推進 

目標：お客様満足度の向上を目指す。 

・お客様の希望企画は年２回「ミニ盆栽作り」「凧作りの先生」を行い、楽しんでいただ

けた。 

・保育所・コーラスグループ・兄弟様の演芸・踊りのグループなどの外部ボランティアの

受け入れを行い、喜んでいただくことが出来た。 

・お客様アンケート（年１回）・嗜好調査（年２回）行う事としていたが、嗜好調査は管

理栄養士退職により１回しか出来なかった。 

１回の嗜好調査により、お客様の希望の料理を聞きメニューとして反映することが出来た。 

お客様アンケートの改善してほしい所では、連絡ノートの記載ミスなどありとの声には、

複数の職員が確認するなどの体制を作るようにした。 

・機能訓練指導員よりリハビリ要素のある体操を学び全職員が実施できるようになり、毎

日続けて行えた。地域ケア会議で習ったいきいき百歳体操を毎週火曜日に行い、下肢筋力

を鍛えておられるお客様に喜んでもらえている。 

・新品質マニュアルの運用 

目標：新品質マニュアルに沿い運用をおこなっていく。 

・内部監査員の新品質マニュアルの勉強会の後説明をおこない周知した。間違えることな

く帳票の使用をおこなったり、見直しにより改訂したりすることが出来た。 

３．自立型職員の育成 

・課題を分析し、改善提案できる職員の育成 

目標：意見を提案し発信、実行できる。 

・内部研修では介護福祉士や看護師が講師となり年５回勉強会をおこなうことができた。 

・事業所会議や夕のミーティング時に課題分析をし、お客様への声のかけ方、電話のかけ

方、答え方、苦情があったときの対応、アクシデントのシェル分析、移動、移乗の仕方な

ど皆で考えることができた。 

 
 

４．グループホーム にいざと さくらの丘   

１．事業推進 

〇人材確保 

・面接については、勤務の調整が出来ず実施月には出来ない事もあったが、年 4回の面接

は 

実施出来、職員からの思いを聞く事が出来た。 

・9 月には、第 2 回目となるさくらの丘祭りを開催した。昨年以上に地域、ボランティ

ア   

 の方に協力を頂けた。演目では、牛の碁盤乗りを披露し来場者に大変喜ばれた。 



 また、地区納涼祭を始め地域行事には職員が率先して参加することが出来た。 

・年 1回のストレスチェックを実施し、結果をもとに職員との面談をした。 

・年間行事の半数は、メディア・地元誌の取材があった。その一方で、ケーブルテレビ

の 

 カラオケ大会に出場しさくらの丘のアピールが出来た。 

〇予実管理及び新規利用者の確保 

・2名の入院があったが、早期に体調不良に気付く事が出来た。しかし、1名の方が 

 皮膚疾患により長期入院となった。主治医との連携が難しく見極めが遅くなってしま 

 った。 

・入居申し込者の意向確認は、月初めに行う事が出来た。 

・神郷ケア会議に参加したケアマネから情報を受け待機者獲得につなげる事が出来た。 

２．サービスの質の向上 

〇こやまケア推進 

・施設間評価では、高い評価を得たが、外出企画ではお客様の希望内容を入れておい 

 た方が良いのではとのアドバイスを頂いた。次年度は、希望内容を取り入れた企画を 

 立て実施する。 

・お客様アンケートでは、回収率 89％で前年度を上回った。 

 温かい雰囲気、予定変更にも臨機応変に対処してくださる等の意見があった。指摘の 

 意見はなく次年度に向け継続していく。 

・お客様に合ったカルチャーの提供が出来た。個々の作品や、合同作品も完成すること 

 が出来た。文化展に作品の展示をし来場者、家族様に観覧していただけた。 

・年 2回の家族会を予定していたが、1回のみの実施となった。 

 家族様との日程調整が上手くいかなかったことと遠方の家族様の参加 

 が難しかった事が要因と考える。 

 次年度は、帰省時に合わせるなどの検討をしていく必要がある。 

・地域行事、公民館行事、学校行事等積極的に参加が出来た。小学校運動会、料理 

 教室には、お客様との参加が出来た。 

〇新品質マニュアルの運用 

・事業所内部監査は、実施出来た。その他でも毎月改善事項を挙げ取り組んでいる。 

・GH 委員会で検討した結果を周知し運用が出来ている。 

３．自立型職員の育成 

〇課題を分析し、改善提案できる職員の育成 

・議題の提示については、当初前日あるいは当日になっていた。 

 徐々に浸透し 1週間前には提示できるようになった。 

・事業所内での研修では、資格取得者を中心に毎月 1回勉強会の開催が出来た。 

 資料作成が事前に出来た事により勉強会に意見を持って臨めた。 

・岡山県社会福祉協議会、FAX 等の外部研修情報を閲覧できるようにしたが、 

 参加が無かった。 

・テキスト、過去問を使用し介護福祉士が中心となり勉強会を実施した。 

結果 1名の合格者あり。 

介護支援専門員の資格取得では、1名の合格があった 

 
 

５．小規模多機能ホーム にいざとさくらの丘  

１．事業推進 

 〇人材確保 

 ・年 4回の面接は実施出来たが、予定していた月に出来ず翌月になる月があった。 

  （6 月、12月）勤務表に事前に組み込み次年度は実施していく。 

 ・9月に開催したさくら Feｓ2017 では、前年度より 2割増の来場者があった。 

  地域ボランティア、婦人会、若連の方の協力があり盛大に開催出来た。 

  演目で注目を集めた「牛の碁盤乗り」では、牛の迫力に驚かれ大歓声が上がった。 



地域行事では、納涼祭を始め職員が率先して参加する事が出来た。 

・年 1回のストレスチェックを実施し、結果をもとに職員との面談をした。 

・年間行事の半数は、メディア・地元誌の取材があった。その一方で、ケーブルテレビの 

 カラオケ大会に出場しさくらの丘のアピールが出来た。 

〇予実管理及び新規利用者の確保 

・4月～6月（食材費）最初の取り組みとして季節に応じて冷凍葉物と生の 

 葉物に変更した。前年度 5月単価 318 円、今年度 5月単価 176 円に下がった。 

 担当者が、単価の確認をしながら発注出来た事が要因と考えられる。 

 前年度 6月単価 371 円、今年度 6月単価 317 円に下がった。 

 調味料の見直し、小袋で購入していたが大袋に変更し GHと分ける事で単価が安く 

 なったと考えられる。 

 結果では、目標にしていた 300 円に下げる事が出来なかった。 

7 月～9月（光熱費）ディマンド管理を行い 3ヶ月実施した。 

 エアコンの管理、温度調節等を行ったが 9月のみ前年度 6.924kWh から 6.730kWh の削減が 

 出来た。 

 10 月～12 月（光熱費）引き続きディマンド管理を行ったが削減が出来なかった。 

 1 月～3月 （消耗品）1月 9.000 円のプラス、2月 32.000 円マイナスとなった。 

 以前は、単品での購入をしていたが GH とまとめて購入したことにより安価になった。 

〇新規利用者の確保 

・毎月の月間表を作成し面接時、申し込み時に活用が出来た。利用日の調整がスムーズに 

 行えた。 

・神郷ケア会議に参加することにより情報交換、空き情報の提示を行い新規利用者の登録 

 が出来た。 

２．サービスの質の向上 

〇こやまケア推進 

・施設間評価では、環境面の指摘があり掃除箇所に取り入れ継続出来ている。 

・お客様アンケートでは、前年度 78％今年度 83％と回収率が 5％上がった。グラフを比較 

 すると「よく出来ている」の項目が増えた。 

 事業所へ企画や面会等で足を運んで下さった事で、項目に答えやすかったと感じた。 

・家族親睦会の実施は出来たが、計画した月に実施が出来なかった。1回目は、6 名の参加 

 があった。日頃の悩みや、今後の相談等が出来た。2回目は、積雪の時期であった為参加  

 者がおらず中止となった。 

・年間計画を立て家族様の参加を呼びかけた。家族の参加はあったが、遠方の為参加が難し 

 いとの理由が多く参加率が低かった。 

・地域行事、公民館行事、学校行事等積極的に参加が出来た。小学校運動会、料理教室 

 には、お客様との参加が出来た。 

〇新品質マニュアルの運用 

・事業所内部監査は、実施出来た。その他でも毎月改善事項を挙げ取り組んでいる。 

・小規模委員会で検討した結果を周知し運用が出来ている。 

３．自立型職員の育成 

〇課題を分析し、改善できる職員の育成 

・課題の提示については、、当初前日あるいは当日になっていた。 

 徐々に浸透し 1週間前には提示できるようになった。 

・事業所内での研修では、資格取得を中心に毎月 1回勉強会の開催が出来た。 

 資料作成が事前に出来た事により勉強会に意見を持って臨めた。 

・岡山県社会福祉協議会、FAX 等の外部研修情報を閲覧できるようにしたが、参加が 

 無かった。 

・介護支援専門員の資格取得では、1名の合格があった。 

 



 
６．小規模多多機能ホーム菜の花 

１．事業推進 

 〇人材確保 

・人材確保については、職員間で知人や地域の方へ声かけ合い 1 名の入職がありました。

次年度も離職者をなくし職員の定着に力を入れていきます。（退職 1名、入職 1名） 

・毎日のミーティングではお客様の状態や当日のスケジュール、報告事項など情報共有

することで業務の流れをスムーズにし、仕事がしやすい環境を作ることが出来ました。

また計画通り年 3回の親睦会の実施、日翔会バレーボール大会へ（3名）参加してい

ます。職員全員が楽しめる場も設け親睦を図ることが出来ました。 

〇予実管理及び新規利用者の確保 

・目標件数（Ｈ29年 4月～Ｈ30 年 3 月末） 

   売上目標：69,845 千円 → 売上実績 78,889 千円 （112.9％） 

   件数目標： 8,760 件  → 件数実績 9,588 件   （109.4％） 

  ・今年度大きく売り上げが伸びた要因は、5月から利用定員を 25名から 29名に増やし

登録者数 27 名の維持が継続的に行えたことにあります。また、お客様の入院をなく

し入院から登録解除へ繋げないように体調管理を行い異常があれば早期に受診を行

ってきました。入院からの登録解除は 2名でした。感染症の発生はありませんでした。 

   登録解除→7名（2名→入院から解除、2名→他事業所入所、3名→自宅にて他界） 

  ・毎月のケア会議で居宅、蒜山地域包括、真庭市包括、社協居宅と情報共有を行う中で

空き情報等も伝え紹介をお願いしてきました。紹介先として蒜山居宅 1名、包括 3

名、社協居宅 1名がありました。2名の待機者確保は難しい状況でありましたがその

都度紹介を頂くことはできています。 

 ２．サービスの質の向上 

  ・お客様の満足度の向上では、施設間評価、お客様アンケートを実施しています。アン

ケートは回収率がＨ28年度 71％→Ｈ29年度 83％と上がり、多くの方から沢山のお褒

めの言葉を頂きました。質問事項 15 項目中 8項目に「解らない」と回答があり、職

員間で話し合いサービスの質の向上に繋げる事ができました。 

  ・年間行事、月間活動は計画は予定通り実施できサービスの向上へつながっています。 

・地域との交流は真庭市蒜山地域福祉運動会、川上こども園との交流、蒜山文化祭へ作

品の出展、秋祭りなど、お客様と一緒に地域へ出かけ沢山の方々と交流を図ることが

出来ています。また高校生 1名、中学生 4名と職場体験の受け入れも行いました。 

・嗜好調査年 3回、家族会年 2回、運営推進会議年 6回開催しています。 

   嗜好調査で得た意見はお客様と一緒におやつ作りを行い楽しみな活動となっていま

す。 

また家族会では意見交換会を設けたことで家族様の抱えている不安や悩みを傾聴、相

談の場になり家族様に安心と心のゆとりを持って頂くことが出来ました。 

（1回目→5家族、2回目→8家族の参加。次年度は休日に実施し沢山の家族に来て頂

く） 

  ・防災訓練は 6月と 11 月に実施しできております。6月の訓練は家族様も参加して頂

き実際の訓練の場を見て頂くことが出来ました。災害訓練は、11 月に実施し備蓄の

確認とお客様全員が避難できる時間を図り災害時に備えることが出来ました。 

・ＩＳＯ内部監査を 9月と 3月の年 2回受けております。職員会議で改善策を検討し全

職員へ周知を図り確実に運用が出来ています。また小規模委員会を通じて帳票類の確

認や検討を行い水平展開が出来ています。 

 ３．自立型職員の育成 

  ・資格取得では実務者研修 2名受講、介護福祉士 2名受験し 1 名の合格。介護支援専門

員 2名受験し合格者なし。 



  ・事業所内の勉強会（研修）では介護福祉士中心に全職員が勉強会の講師となり開催す

ることができスキルアップへとつなげることが出来ました。 

  ・気づきを多く持ち重大事故へ繋げない取り組みでは、インシデント月間を設け意識付

けを行いましたが 4月～3月末でインシデント 121 件、アクシデント 2レベル 9 件で

した。インシデント発生日または翌日にはミーティングで一時対策を検討し職員間で

周知し実践したことで入院となる大きな事故の発生はありませんでした。次年度も重

大事故に繋げないようインシデント月間等実施しながら事故発生防止に努めていき

たいと考えます。 

 
 

７．特別養護老人ホーム ゆずり葉  

１．事業推進 

・人材確保 

 平成 29年度も人材不足が大きな課題となった。新たに「お友達紹介キャンペーン」を企

画し、現在働いている人にお願いし紹介してもらえるように活動を行った。6月から行い、

1名の紹介があり、その後入職に繋がっている。しかし、その後も続けて声かけを行って

もらうが、見学や面接まで至ることはなかった。 

入職者数 20 名、退職者数 11名だった。 

 また、介護職員の負担軽減と生産性の向上の為、介護アシスタントの募集を行い、シーツ

交換専属で 3名の入職があった。 

その他の活動として、教育施設のインターンシップ、介護実習など積極的な受け入れを行

うことができた。また、「夏ボランティア」の受け入れを行い中学生 4名の就業体験を行

うことが出来た。インターンシップでは職員の雰囲気など、良い印象を持ってもらえては

いるものの、今期は新見公立短期大学からの応募はなかった。 

 今後もインターンシップを継続することで、指導する職員の力量アップを図ると共にさら

に内容も充実させ、「ゆずり葉」を選んでもらえるような魅力づくりをしてきたいと考え

る。 

・予実管理及び新規利用者の確保 

 売り上げについては、9月から入院者が増え、4ヶ月間程度の目標未達が続いてしまった。 

要因としては、アクシデントによる骨折の為の入院もあったが、持病の増悪による入院者

が多くみられ、最大で月に 14名の入院があった。初期段階で早期の受診を行っていたが、

すぐに入院できず、何度か受診してから入院になることが多かった。相談員が１～2週間

ごとに状況の確認は行っていたが、再度の入院になるなど改善ができていない。 

 今後は日々の体調管理の中で、より細かな対応ができるよう疾患別に理解を深めていくこ

とが必要だと考える。 

 短期入所に関しては、目標として毎月稼働率 90％以上を目標に取り組みを行った。年間

平均で稼働率は 90％以上維持できた。新規利用者は平均して 3.9 名新規利用が確保でき

た。 

２．サービスの質の向上 

・こやまケア推進 

 レクリエーション、機能訓練、余暇活動の充実については、各ユニットで毎月の行事を企

画し実施することが出来ている。以前より、少しずつではあるが体操やレクリエーション

活動も行えているので、今後は各ユニットでアイデアを出しながら、工夫を続けていきた

い。 

 委員会活動は各委員会で月別活動の計画を立て取り組みを行ったが、充実している委員会

とそうでない委員会があり、目的の見直しを含めた運用の仕方の工夫が必要だと考える。

また、委員会が中心に勉強会を企画するなどの計画をしていきたい。 

 職員のモチベーションの維持向上として、スタッフ間の挨拶もできない人もいるので、再

度働く職場の仲間として挨拶はきちんとするように指導を行う。安全衛生による活動は健



康診断、ストレスチェックの実施を行った。 

来年度については腰痛健診も入れて職員の健康管理を行い、働きやすい職場にしていく。 

・新品質マニュアルの運用 

 新品質マニュアルについての勉強会の開催は出来なかったが、記録の簡素化を図る事など、

帳票類の見直しや業務改善などは行えている。より現場からの声を吸い上げ、良いことは

改善して継続的に行えるようにしていきます。 

３．自律型職員の育成 

・課題を分析し、改善提案できる職員 

 外部研修への参加（ユニットリーダー研修 2名、介護福祉士実習指導者講習 1名、コーチ

ング研修 2名）などを通じて発言力を養っている。リーダー会議では、各リーダーが提案

や検討事項を挙げてくれるようになっているので来年度も継続していきたい。  

 
 

８．デイサービス アルクゆずり葉  

１．事業推進 

・人材確保 

 平成 29 年度も人材不足が大きな課題となっている。新たな人材確保の取り組みとして、

「お友達紹介キャンペーン」を企画し、職員に求職者を紹介してもらえるように活動を行

った。 

6 月から行い、アルクに介護職の紹介があり 7月に 1名入職に繋がった。しかし、その後

も声かけを続けていたが、見学や面接に繋げることはできなかった。 

その他の活動としては、介護実習、就業体験など積極的な受け入れを行うことができてい

る。インターンシップについても新見公立短大地域福祉学科の生徒さんの介護福祉士実習

を 6 月、9月に 3名ずつ行った。また、新見社会福祉協議会の依頼で、「夏ボランティア」

の受け入れを行い中学生 4名の就業体験を行うことができた。 

このような取り組みを続け、介護の仕事ややりがいを伝えることで、介護を目指す人材を

増やしていきたいと思う。また、指導する側の職員の力量アップ、自信にも繫がったと感

じた。来年度も色々なアイデアを出しながら、人材の確保は行っていきたい。 

 平成 29年度入職者数 2名、退職者数 0名 

・予実管理及び新規利用者の確保 

 売上予算達成については達成出来た。主な達成要因として、サービス提供体制強化加算Ⅰ

イの算定が通年を通してできたことが挙げられる。他、毎月行事を平均して 2回は開催す

ることができ、企画による増員も行うことが出来た。長期利用のない方について、様子な

どの把握は行えたが、今後の利用についての相談などができていなかった。次年度は、長

期利用のない方に関しては、連絡を待つだけではなく担当のケアマネジャーと相談して早

期に決めていく。 

新規利用者確保については毎月達成できている。新規利用者年間 22名、月平均 1.8 名だ

った。毎月居宅周りを行い、チラシなど持ちアピールを行い、毎月コンスタントに問い合

わせを頂いた。 

２．サービスの質の向上 

・こやまケア推進 

 委員会活動は各委員会で月別活動の計画を立て取り組んでもらい、計画通りの実施ができ

ている。今後は委員会開催の仕方など、運用の仕方の工夫や委員会が中心となった勉強会

を行っていきたい。 

委員会の開催日や委員会が中心に勉強会などを実施して行きます。 

 職員のモチベーションの維持向上として、スタッフ間の挨拶もできない人もいるので、再

度働く職場の仲間として挨拶はきちんとするように指導を行う。 

 安全衛生による活動は健康診断、ストレスチェックの実施を行った。 



安全衛生委員会を通じての取り組みは行えた。来年度は腰痛健診も入れて職員の健康管理

を行い、働きやすい職場にしていく。 

・新品質マニュアルの運用 

 新品質マニュアルについての勉強会の開催は出来なかったが、記録の簡素化を図る事など、

帳票類の見直しや業務改善などは行えている。より現場からの声を吸い上げ、良いことは

改善して継続的に行えるようにしていきます。 

３．自律型職員の育成 

・課題を分析し、改善提案できる職員 

 外部研修への参加（コーチング研修 1 名）次年度も、外部研修等に積極的に参加して行

くようにする。毎月のアルク会議にて、必ず職員全員が発言をしている。改善等を考え、

行動出来るようになってきている。 

 
 

９．福祉用具貸与販売事業所あいご   

１．事業推進 

・人材確保 

目標：介護ロボット等を導入し、職場の魅力を向上させる 

介護職員の負担軽減の観点から、介護現場においてロボットの活用が期待されている中、 

現在、日翔会は 9 事業所へ介護ロボットを使用している。導入する事により、業務の効率

化や職員の心身・身体的負担の軽減が図れている。しかし、介護ロボットのデメリットと

も言える、複雑な操作方法や使い勝手の問題が残り、夜間等の一定場面のみの使用が多い

事が 

現状にある為に、今後の課題として具体的かつ明確な提案・助言がおこえる様に職員の知

識向上を図り、介護ロボット導入をこれからも進めていく。 

・予実管理及び新規利用者の確保 

目標：消耗品の発注を福祉用具あいごにて一括で管理をおこなう。 

サラヤの受発注を福祉用具あいごにて管理し、WEB での発注方法を取り入れている。 

WEB にて発注する事により、業務の円滑化が図れると共に、出荷数の多い商品を明確に 

確認できる為、メーカーと価格交渉をおこない、利幅を増やすことや、安価な商品を事業

所へ提案する事によりコスト削減に向け取り組む事が出来た。しかし、PR 不足もあり、

日翔会全体への提案が出来ていない事が課題となる為に今後は営業活動に焦点を合わせ

取り組みをおこなっていく。又、サラヤ以外の業者に関しても福祉用具あいごにて管理し

ていくように進めていく。 

２．サービスの質の向上 

・こやまケア推進 

目標：モニタリング・ケアプラン点検 

計画的に作成時間を設け漏れ・遅れのないよう作成をおこない、自主点検を年に 4回取り

入れ作成状況を把握している。課題としてアセスメント内容・記録内容に不十分な点があ

る為に今後は制度をあげ取り組みをおこなっていく。又、2018 年 4 月からは【基本情報】 

【選定提案】【利用計画】の作成が義務づけられている為に確実に作成をしていく。 

３．自律型職員の育成 

・課題を分析し、改善提案できる職員の育成 

目標：アセスメント・モニタリングにて心身状況に合わせた解決すべき課題を明確化する

技量を身に点ける。お客様のニーズを拾い上げ、改善提案を自らがおこなえる提案力を身

につける。 

レンタル商品の提案につながる、福祉用具の研修や、販売提案につながる排泄用品の研修



や説明会に参加することにより、個々のスキルアップとなり、提案力を身につける事が出

来ている。しかし、提案した後に製品の導入に至たらなかったケースも多くある為に、課

題として提案方法の見直しや課題の分析力を向上させる必要性がある。今後も介護ロボッ

トを始めとする様々な分野が新たに構築される為に、随時、スキルアップを目指す必要性

がある。 

 

 
 

 


